
子どもとどんな
ものがたりを
つくろう

名　称：認定こども園 国立富士見台団地 風の子
設置者：NPO法人くにたち農園の会
所在地：〒186-0003 東京都国立市富士見台 3-7-1
TEL&FAX：042-507-8667 定員：35人
（3歳クラス 11人・4歳クラス 12人・5歳クラス 12人）
URL:https://kazenoko.hatakenbo.org/
開園：2020 年 4月1日
（前身の国立富士見台団地幼児教室は 1967 年より保育開始）

「国立富士見台団地幼児教室風の子」は
1967年に設立されました。それから50年
以上「子どもたちを真ん中に」を合言葉に、
保護者と保育者がともに運営し、地域の
中で子育ての拠点としての役割を担って
きました。そして 2020年、その理念と思い
を引き継ぎ、風の子は認定こども園となり
新たなものがたりを紡いでいきます。

園のあゆみ

保育姿勢

上手下手にこだわらず、型にはまらず、
自由に自分から創り出していく子に育つように。

年齢の枠にとらわれずいっしょに遊ぶことを通して
思いやりや、やさしさを持つ子に育つように。

身近な自然に五感豊かに触れ、感じ考え、創造性を伸ばすこと

野外遊びを重視すること
知識をつめこむのではなく、身近な自然に接して
幼児の生活に根ざした遊びの中で、たくましい心を持つ子に育つように。

異年齢保育に積極的に取り組むこと

明日
は

どん
な1
日に

しよ
う？

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が

主
役
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も
の
が
た
り
。

は
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り
、は
じ
ま
り
。

「子どもたちを真ん中に」を合言葉に、
保護者も保育者も一緒になって、風の子という
保育の場をつくっています。35人の子どもたち
それぞれに寄り添い、ともに考え、話し合い、
大人も子どもも育ちあう園を目指しています。

保育目標

思いっきり
遊べる
元気な子

生きる力は大人が教え育てる
ものではなく、子ども自身が
遊びの中で育んでいくもの。
自分の「やりたい！」を見つけ、
体験することで、生きる力が
育まれます。

保護者と
保育者は
子どもの育ちを
共に見守る
パートナー

表紙裏表紙中に巻く

表面（仕上がり 180mm×180mm）

中に巻く
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おはようの時間
●7:30　ゆうやけさん登園　
　　　　自由遊び
   おひさまの時間
●9:00　おひさまさん登園
　　　　自由遊び
●10:30 おあつまり 
　　　　設定保育
●12:00  昼食
●14:00  おひさまさん降園
　（水曜 11:30 降園）
※希望者のみ
8:00～9:00、14:00～16:00
預かり保育あり

 ゆうやけの時間
●15:00　おやつ
●16:00～18:30　ゆうやけさん順次降園

おひさまさん：保育時間 9：00～14：00
ゆうやけさん：保育時間 7：30～18：30＊
＊うち保護者の方の仕事等にかかる時間です。

好きな場所で、好きな遊びを存分に楽しみます。

子どもたちの様子を見ながら、保育者が
意図をもって働きかける遊びの時間です。

自園給食です。いつでもお外で食べれるように
お弁当箱につめて提供しています。

風の子ものがたりの
 作り手になろう。

新しい遊びやイベントの企画など、風の子では
保育者だけでなく保護者も子どもたちの成長の
場づくりをしていきます。風の子を創造する保護者の
集まりが「風の子おとなの会」です。さまざまな取り組みに
楽しみながら主体的に関わり、交流をするなかで、
保護者や保育者との信頼やつながりが自然と生まれます。

入園進級式
春の親子遠足
バス遠足
日曜参観

お泊り保育
団地の夏祭り
プールあそび
流しそうめん
川あそび
 
　

団地の秋祭り
運動会
さつまいも掘り
秋の遠足
焼きいも
お楽しみ会

お餅つき
豆まき
レストランやさんごっこ
お別れ遠足
卒園式

保護者が保育に主体的に
参加する機会は、運動会などの
行事以外にもたくさんあり、
子どもの世界を
一緒に楽しむことができます。

さまざまな取り組みを通して、
保護者同士はもちろん地域の
人と自然とつながり
子どもだけでなくおとなに
とっても大切な居場所になります。
卒園しても、また帰りたくなる
ふるさとのようなところです。

子どもたちののびやかな
成長の土台は、おとな同士の
深い信頼関係にあります。
保育者と保護者、保護者同士が
対話を重ねることで、
互いを理解しあい、
信頼関係が深まります。

日

遊ぶ

ただ走る、ただ穴を掘る、
そんな名もない遊びにも夢中に
なれるのが風の子。 
心からやりたいと
思うことを存分に
体験できます。 

梅の実を採ってジュースに、
しいの実は炒っておやつに、
畑で掘ったお芋はみんなで調理。
園周辺にある自然の恵みを活かして、
何をどう食べるか、
みんなで食を楽しんでいます。

                

お泊り保育でやりたいこと、リレーの順番、
グループの名前など、子どもたち自身が
話し合って決めています。自分の考えを話すこと、
友だちの気持ちを聞くこと、
言葉を伝え合って、
自分たちで決めることを
大切にしています。

谷保天満宮・城山公園・多摩川・
ママ下湧水など園外に少し足を延ばせば、
普段とは違う環境に出会えます。
散歩を通して新たな発見や
興味が生まれます。

垣根のない園で、
成長を無限に
広げよう。

春

夏

秋

冬

食べる

風の子の1日 

風の子の1年

わくわく
つながる

ふかまる

話す                                           

風の子の園舎は原っぱや公園、   
そして団地に囲まれています。園の内側と外側の     

境目を作らず、近所の人が行き交う場所を       
子どもたちは遊び場として過ごします。       
保護者と保育者、さらには地域の人も     

ゆるやかに子育てにかかわる    
環境が魅力です。

 

自由遊び

設定保育

給 食

歩く

中に巻く

中面
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